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第Ⅴ章　蔵田遺跡の調査

第1節　調査の概要

蔵田遺跡は矢野原遺跡の南の丘陵部分に位置している。調査の都合上A地区からC地区に分けた。本遺跡

の調査は、事前の試掘調査で矢野原遺跡と同様の堆積が認められるA地区から開始した。重機による表土の

除去作業を行なうと黒色土層から弥生土器が出土した。その後、地形に沿って5mグリッドを設定し、アル

ファベットと整数で表示した（第2図）。

調査の結果、A地区では、第Ⅲ層のアカホヤ上に弥生時代後期の竪穴住居跡が1軒検出されている。また

土壌を19基検出した。丘陵の舌状部分は、アカホヤ層が残っていなかったので、第Ⅵ層まで掘り下げたとこ

ろ多量ではなかったものの剥片尖頭器を中心とする一群を確認することができた。B地区ではグリッド沿い

にトレンチをあけ調査したが、包含層はなかった。C地区はかなりの傾斜地であったが第Ⅲ層のアカホヤ層

が残っていた。アカホヤ上で柱穴群が検出されたが、掘立柱建物は、検出できていない。

また、旧石器は、このC地区から殆ど出土している。

第2節　層　　　序

蔵田遺跡の基本層序は矢野原遺跡に準じている。第I層が表土で、第Ⅱ層が黒色土層で第一包含層である。

第Ⅲ層は、いわゆるアカホヤ層である。第Ⅳ層と第Ⅴ層は、縄文草創期から縄文早期までの層である。第Ⅵ

層は、旧石器包含層である。第Ⅶ層は、いわゆるAT層である。第Ⅷ層は、黒褐色土層で非常にかたくなっ

第1図　A地区・C地区土層実測図
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I層　　表土

Ⅱ層　黒色土層で第一包含層である。

Ⅲ層　　アカホヤ層

Ⅳ層　　褐色土層

Ⅴ層　暗褐色土層一縄文草創期の包含層である0
Ⅵ層　褐色土層－旧石器包含層である○

Ⅵ層　褐色土層－ⅥとⅦとの混じりの層である0
Ⅶ層　　AT層

Ⅶ層　明灰色土層一白い粉や透明な粉を含んでいる。

Ⅷ層－1黒褐色土層－AT粒子を含み特に硬い○

Ⅷ層－2　黒褐色土層－やや赤味を帯びている○

Ⅷ層－3　黒褐色土層－Ⅷ－2より青味がかっている0

Ⅷ層－4　黒褐色土層一全体に褐色を帯びている○

Ⅸ層　粘質土層－ⅨとⅧとの混じりがみられる。

Ⅸ層　粘質土層－全体的に土に粘気がみられる0



第2図　蔵田遺跡グリッド図
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第3節　旧石器時代の遺物分布状況と出土遺物

1　旧石器分布状況（第3図）

蔵田遺跡は、矢野原遺跡とほぼ同様の堆積状況を呈し、石器の素材も流紋岩が主でホルンフェルスとチャー

トからなっている。A地区は矢野原遺跡の地層がほぼ残存しており矢野原遺跡の8層下部から9層上部にか

けてのところで石器の出土が期待されたが出土せず斜面であるがC地区の部分でより多くの遺物を検出した。

2　旧石器出土遺物（第4図～第15図）

旧石器時代の遺構は検出されなかったが、包含層からナイフ形石器などの石器が出土した。本遺跡では、

形態や機能などにより分類した。

（1）ナイフ形石器（第4図～第7図）

ここではナイフ形石器をとりあげた。形態や加工技術等により次のように分類した。

I類…石器本体の二側線に刃潰し加工のみられるもの（1～4・6）。

Ⅱ類…石器本体の一側縁ないし縁辺の一部に刃潰し加工のみられるもの（5・7～16）。

Ⅲ類…素材となる縦長剥片の打面を残して、その両側ないしは片側に挟入状の刃潰し加工が施されているも

の（17～27）　尚、第Ⅲ類は、九州では剥片尖頭器と呼ばれている。

（2）スクレイパー（第7図～第8図）

ここでは、スクレイパーをとりあげた。形態や加工技術等により次のように分類した。

I類…長軸上の端部に急斜度調整で刃部を設けたもの（32・33・34・38・39）。

Ⅱ類…剥片の側線に縁辺の長さの二分の一以上に連続的な調整によって刃部を作り出しているもの08～31・

35～37）。
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第3図　A・C地区旧石器分布図
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第4図　蔵田遺跡旧石器実測図（1）
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第5図　蔵田遺跡旧石器実測図（2）
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第6図　蔵田遺跡旧石器実測図（3）
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第7図　蔵田遺跡旧石器実測図（4）
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第8図　蔵田遺跡旧石器実測図（5）
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第9図　蔵田遺跡旧石器実測図（6）
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第10図　蔵田遺跡旧石器実測図（7）
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第11図　蔵田遺跡旧石器実測図（8）
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第12図　蔵田遺跡旧石器実測図（9）
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第13図　蔵田遺跡旧石器実測図（10）
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第14図　蔵田遺跡旧石器実測図（11）
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第15図　蔵田遺跡旧石器実測図（12）

（3）グレイバースポール・石錐（第8図）

40は、両刃に加工の痕がみられる。41は、錐で両縁部からの調整で錐状の突出した刃部を作り出している。

（4）使用痕のある剥片（第9図～第11図）

ここでは、使用痕のみられる剥片を一括した。

I類…剥離方向の縦に短いもので調整の痕跡がみられるもの（42～43・60）。

Ⅱ類…剥離方向が縦に長い縦長剥片を素材にして調整の痕跡がみられるもの（44～57）。

Ⅲ類…石核を調整してつくられたもの。（58～59）。

I類は、横長剥片が素材になっており、Ⅱ類は、縦長剥片が素材となっている。

（5）石核類（第11図～第15図）

ここでは、石核類を一括した。

I類…縦長剥片を剥離した痕跡を持っもの（65・67・69・70・71）。

Ⅱ類‥・横長剥片を剥離した痕跡を持っもの（61～64・66・68・72）。

以上蔵田遺跡の出土石器を器種別にその形態や機能を基に分類をした。石材については、ナイフ形石器で

は、流紋岩が最も多く、一部ホルンフェルスもみられる。スクレイパーは、流紋岩のほか疑灰岩・チャート

がみられる。剥片類は流紋岩と疑灰岩・疑灰角礫岩等に分かれる。石核類は、流紋岩にチャートが多く、

部無斑品質安山岩等がみられる。これらの石材は、五ヶ瀬川流域で採集されるものであり、当時の人々も五

ヶ瀬川流域に足を運び石器の石材になる石を探していたのであろう。くわしくは、石器の計測表に示した。
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表1　蔵田遺跡旧石器計測表

レイアウト

番 号
種 別

ダリット

層 位

最大長

（cm ）

最大幅

（cm ）

最大厚

（cm ）

重 量

（g ）
石 材 備　　　 考

1
ナイフ形

石　 器

F 20
4，25 1，3 0，7 3，0 流紋岩

6

2 〝
E 22

3，9 1，4 0，4 2，5 〝
6

3 ノ′
G 20

3，5 1，5 0，7 3，1 〝
K

4 〝
G 20

2，3 1，1 0，55 1，2 流紋岩
6

5 〝
F 2 1

4 ，6 2，0 0，75 6，9 〝
6

6 〝
F 20

4 ，0 2，0 0，8 5，0 ／′
6

7 〝
E 21

3 ，1 1，85 0，5 2，4 〝
6

8 〝
－ 3，6 1，6 0，9 2，7 流紋岩

黒色

風化面なし6

9 〝
F 20

4 ，2 2，12 0，95 5，3
ホル ン

フェルス6

10
ナイフ形

石器の部準

F 21
2 ，8 3，05 2，7 12，6 流紋岩

6

11
ナイフ形

石　 器

F 20
4，9 2，85 1，75 16，2 〝

6

12 〝
E 21

4，1 1，65 1，0 5，0 〝
6

13 〝
F 20

2，07 0，98 0，55 0，6
6

14 〝
G 20

1，45 1，23 1，0 1，0 黒曜石
三船か西小 国

縄文早期の流れこみ分6

15 〝
F 20

2，1 1，2 0，5 0，9 流紋岩
6

1 6 〝
・F2 1

3，8 2，0 0，6 5 5，2 〝6

1 7 〝
－＿‘＿F22

3，4 1，3 0，7 2，8 〝
6

18 〝
　F 2 1

4 ，1 2，3 0，123 8．1 〝 13と同じ石質
6

1 9
剥 片尖

頭　 器

F2 1
9，7 3，5 1，1 32，1 石英斑岩

6

20 〝
F 4

10，2 3，7 1，1 36，5 流紋岩
6

2 1 〝 － 1 7，1 3，1 1，25 20，2 〝
－

22 〝
F 20

6，1 3 ，15 1，2 21，2 〝
6

23 〝
－ 9，48 3，8 1，05 29，0 〝
6

24 〝
F 22

7 ，9 2，6 1，2 20，5
ホル ン

フェルス6

2 5 〝
E 3

4 ，6 2，4 0，85 7，6 流紋岩
6

26 ′′ － 3，4 1，9 0，83 5，1 〝
6

27 〝
F 20

2，8 1，5 0，8 3，2 〝
6

28 スクレイパー － 6 ，2 4 ，48 1，45 41．2 流紋岩
6

29 〝
F 21

5，65 4，15 1，7 37，2 〝
6

30 〝 － 4 ，75 3，05 1，6 20，9 〝
6

31 〝
G 20

4 ，55 2 ，6 1，6 17，4 〝
6

32 〝
E 22

4 ，75 4，03 1，8 30，0 凝灰岩
6

3 3 〝
F 20

3，05 1，75 0，95 4，3 チャート
6

3 4 〝
G 20

2，5 4，25 1，0 7，6 流紋岩
6

3 5 〝
G 20

7，2 2，95 2，0 7 35，0 〝
6

3 6 ′′
F 21

8，3 2，7 1，4 25，3 〝6

レイアウト

ロ
種 別

ダリット

層 位

最大長

（cm ）

最大幅

（cm ）

最大厚

（cm ）

重 量

（g ）
石 材 備　　　 考

番 号

3 7 スクレイパー
G 19

6，0 2，4 0 ，8 14，0 流紋岩
4

3 8 〝
E 21

3，5 3，9 1，1 8，1 〝
6

3 9 〝
F 20

5，1 3，6 1，5 35，7 〝
6

4 0
ル イバース

ポール

G 21
2，1 0，4 0，2 0，2 チャート

6

4 1 妄 リ
－ 4 ，0 1，05 0，8 3，9 〝

4 2
二 次加

工 剥片

F 20
5，63 4 ，98 2，35 62 ，8 流紋岩

6

4 3 〝
E 21

2，68 2，33 1，18 7，3 〝
6

44
使用痕を

もっ剥片

E 3
6，55 2，55 0，92 12，7 〝

6

4 5 〝
E 22

6，4 1，5 0，75 11，0 〝
6

46 〝
G 4

8，6 2，5 0，8 15，1 〝
6

47 〝
E 3

19，6 4，7 1，3 61，0 〝 ホルンフェルス化
6

48 〝
G 4

7，3 4，3 1，4 39，2 〝
6

4 9 〝
F 21

6，2 2，1 0，8 8，9 〝 ホルンフェルス化
撹乱

50 〝
F 22

5，55 2，05 0，84 7，9 凝灰岩 スクレイパーか
6

5 1 〝
E 3

4，38 2，65 0，85 7，5 〝
6

5 2 〝
－ 5，0 3，4 5 0，8 17，6 流紋岩
6

5 3 〝
F 22

6，15 3，25 0 ，8 14 ，4
凝灰

角礫岩6

54 〝
E 21

2 ，9 1，6 0，85 3，6 流紋岩
6

5 5 〝
E 3

4 ，5 2，25 0，77 9，1 〝
6

5 6
石核調

整剥 片

F 22
7，05 2，5 1，6 14，3 〝

6

5 7 〝
F 21

5，1 1，6 1，1 8，4 〝
6

58 〝
F 19

5，1 4，0 1，36 27，6 ′′
6

59 〝
G 20

7，27 4，7 1，965 60，2 〝
6

60 〝
F 20

3，8 7，5 1，65 50，0 〝
6

6 1 石核
E 21

2，55 3，6 2，3 18，3 チャート
6

62 〝
F 21

4，9 7，05 7，45 414，7 〝
6

63 〝
G 20

5，55 6，5 3，5 110，3 〝
6

64 〝
F 20

5，15 6，6 5，8 184，9 〝
6

65 〝
F 2 1

6，7 3，55 2，8 63，7 〝
6

66 〝
F 21

3，7 4，15 3，55 53，4 〝
6

6 7 〝
F 20

4，6 6，75 4，7 168，3
無斑品

質安山岩6

6 8 〝・
E 21

6，75 6，75 3，5 143，0 流紋 岩
6

6 9 〝
F 21

10，45 5，0 5 6，6 208，5 〝
6

7 0 〝
E 3

8，3 6，9 4 ，9 230，4 〝 J

－

7 1 残核
P 20

2 ，5 6，05 2，5 38，2 〝
6

7 2 〝
F 20

3，2 4，2 2，65 28，4 〝
6
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第4節　縄文時代草創期の遺物

蔵田遺跡では、縄文時代の遺物として土器と石器類が出土しているが草創期の遺物である。

（1）縄文時代の土器（第16図）

縄文土器の出土は少ないが土器の部位や施文によって分類した。

口縁部

隆帯紋土器（A類）

A－I類…口縁部で隆帯部に逆くの字に連続刺突文様を施しているもの（1～3）。

A－Ⅱ類…口縁部で隆帯部がI類より平坦で連続刺突文が二直線状に文様が並ぶもの（4）。

A－Ⅲ類…口縁部で3条の幅広の隆帯部を持ち器面に輪積みのような跡がみられるもの（5）。

爪形文土器（B類）…口縁部でくの字状に爪形で文様を施している（6～8・15）。

胴部…ナデや横ナデ調整をほどこしている（9～14）。

表2　縄文土器（草創期）観察表

図面

番号

遺物

番号
グリッド器種 器部・

文　　　　 様 調　　　 整
焼成

色　　　 調
胎　　　　　 土 備　 考 分類

外　 面 内　 面 外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

1 6 1 B －4 探鉢 口綾部
隆帯上にへラ
状工具による
羽状の刻み

ヨコナデ ナデ 良好 にぷい黄橙
にぷい黄橙

灰黄褐

1mm以下の灰白色、灰褐色の拉
黒く光沢のある柱状の粒や無
色透明で光沢のある粒を含む

口唇部（斜方
向の連続し
た刻み）

A － I

1 6 2 B －4 深鉢 口縁部
隆帯上にへラ
状工具による
羽状の刻み

ナデ ヨコナデ 良好 淡黄
灰黄

淡黄

2．5mm以下の淡黄色、灰白色、
灰褐色の粒。無色透明で光沢
のある細砂粒を含む

口唇部（斜方
向の連続し
た刻み）

A － I

1 6 3 D －6 深鉢 口縁部
隆帯上にへラ
状工具による
羽状の刻み

ナデ ヨコナデ 良好 栓 にぷい黄橙 1mm以下の淡黄色の粒を多
く含む

口唇部（斜方
向の連続し
た刻み）

A － I

1 6 4 C －3 深鉢 口縁部
隆帯上下にへラ
状工具による斜
方向の刻み

ナデ ナデ 良好 にぷい黄褐 にぷい黄橙 2．5mm以下の淡黄色、白色、
褐色の粒を多く含む

口唇部（斜方
向の連続押
圧刻み）

A －Ⅱ

1 6 5 探鉢 口縁部
隆帯の間に斜
方向の爪形文 ナデ ナデ 良好 橙 橙 2 m皿以下の淡黄色、灰白色、

黒褐色の粒を含む A －Ⅲ

1 6 6 C －3 探鉢 口縁部 隆帯の間に斜
方向の爪形文

ナデ ナデ 良好 橙 明黄褐 3 mm以下の淡黄色、灰白色
の粒を含む

B

1 6 7 探鉢 口縁部
へラ状工具によ

る斜方向の刺突
ナデ ナデ 良好 明黄褐 明黄褐 3 mm以下の白色の粒、黒く

光沢のある柱状の粒を含む
口唇部（斜方
向の刻み）

B

1 6 8 D －6 深鉢 口縁部 斜方向の刺突 ナデ ヨコナデ 良好 橙 にぷい黄褐
2．5mm以下の灰色、白色、橙白
色の粒、黒く光沢のある柱状
の粒を含む

B

1 6 9 D －6 深鉢 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 橙 にぷい黄橙 4 mm以下の茶白色、褐色、
白色の粒を含む －

1 6 1 0 D －6 探鉢 胴部 ナデ ナデ 良好 にぷい黄橙 橙 1 mm以下の乳白色、褐色、
白色の粒を含む －

1 6 1 1 D －3 探鉢 胴部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 にぷい黄橙 にぷい黄橙
4mm以下の乳白色、茶褐色の
粒。2mm以下の淡黄色の粒、黒
く光沢のある柱状の粒を含む

－

1 6 1 2 C －3 深鉢 胴部 ナデ ナデ 良好 明黄褐 明黄褐
2mm以下の黒色の粒、1m皿以下の乳
白色の粒、黒く光沢のある柱状の粒
や無色透明で光沢のある粒を含む －

1 6 1 3 C －3 深鉢 胴部 ナデ ナデ 良好
にぷい黄橙

灰黄褐

にぷい黄橙

灰黄褐

5mm以下の灰色、灰白色、橙色の
粒、黒く光沢のある柱状の細砂
粒や無色透明な細砂粒を含む －

1 6 1 4 C －3 深鉢 胴部 ナデ
ヨコナデ

ナデ
良好 にぷい黄橙 橙

2．5皿皿以下の灰白色、橙色の粒、
黒く光沢のある柱状の粒や無
色透明で光沢のある粒を含む

－

1 6 1 5 D －3 深鉢 口綾部 ナデ ヨコナデ 良好 にぷい黄橙 灰黄褐
1．5mm以下の黒く光沢のある柱
状の粒や無色透明な柱、赤色、
灰白色の細砂粒を含む

口唇部（斜方
向の刻み）

B I I

（2）縄文時代の石器（第17図）

蔵田遺跡の縄文時代の石器は、石鉱と磨石類が出土している。

1　石鍍

凹基無重石嫉…基部に挟人のあるもの（1～5）。

1と5は、基部の挟大部分が三角形状を呈している。2～3は、挟大部分が円形状を呈している。

円基石嫉…基部が円形状を呈しているもの（6）。
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第16図　蔵田遺跡出土縄文土器実測図（草創期）

2　磨石類

8は、最大長8．2cm、最大幅7．2cm、最大厚3．0cmの楕円形状のものである。

7は、最大長13．1cm、最大幅10．2cm、最大厚3．15cmの楕円形状を呈したものである。

表3　縄文草創期石器計測表

レイアウト 種　　 別
グリッ ト 最大長 最大 幅 最大厚 重　 量

石　　 材番　　 号 層　　 位 （皿） （cm） （皿） （g ）

1 石鍍
－ 2．3 1．6 0．35 0．9 黒曜 石

2 〝
F 21

撹乱＠
2．5 1．7 0．35 1．1 チャー ト

3 〝 － 2．7 1．85 0．3 1．2 〝

4 〝 － 1．45 1．9 0．25 0．5 〝

5 〝 － 1．3 1．45 0．25 0．4 〝

6 〝
G 4

6 b
2．65 2．0 0．6 2．8 〝

7 磨石 － 8．2 7．2 3．0 2 86．3 砂岩

8 〝 － 13．1 10．2 3．15 6 56．6 ホルンフェルス
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第17図　縄文時代石器実測図
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第18図　アカホヤ面遺構分布図
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第19図　蔵田遺跡A地区SAl実測図

第5節　弥生時代の遺構と遺物

弥生時代の遺構としては竪穴住居跡が1軒のみ検出された。

1　竪穴住居跡（第19図）

SAl

長径4．12mx短径3．5mX深さ50cmの方形プランである。主柱穴は2本柱である。中央部に焼土らしきもの

はみられなかった。また、壁の部分に貯蔵穴とみられるような土壌などもなかった。壁帯溝のようなものも

みられなかった。斜面地になっているが床面などは平行になるように工夫されてつくられていた。

この住居跡で特に注意したいことは、住居跡の東側の部分から磨製石銀の未完成品等がまとまって検出さ

れたことである。この住居跡のその部分で磨製石鉱等が作り出されていたのではないかと考えられる。

2　弥生時代の遺物（第20図）

弥生時代の遺物は住居跡を中心にして出土している。
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第20図　蔵田遺跡出土弥生土器実測図

1　住居跡出土の弥生土器（第20図1～16）

1は、鉢の口縁部から底部付近で内外面ともにナデ調整を施している。2～3は、聾の口縁部から胴部に

かけてのところで2は、内外面ともにナデ調整で3は、内外面ともに横ナデ調整である。4～5は、鉢の口

縁部で内外面ともに横ナデ調整が施されている。6～9は、蜜の頚部から胴部で6は横・縦・斜め方向のナ

デ調整がほどこされている。7は、外面に斜め方向のナデ調整・内面が横ナデ調整になっている。8は内外

面ともにナデ調整である。9は、内外面ともに横ナデ調整である。10～16は、聾の胴部で10～11は内外面と

もにナデ調整が施してある。12は、外面がナデ調整で内面は斜め方向にパケ目がみられる。13は外面は風化

が著しいために調整は不明であるが内面には斜め方向のパケ目が確認できる。14は、内外面ともにナデ調整

が施してある。15は、外面に横方向のタタキを施し内面にナデ調整をしている。16は、内外面ともに斜め方

向のナデとナデ調整がなされている。

2　包含層出土の弥生土器（第20図17～21）

17～18は、嚢の口縁部で内外面ともに横ナデ調整である。19は、聾の頸部から胴部にかけてのところで貼

りつけ突帯を有し、内外面ともにナデ調整を施してある。20～21は聾の胴部で内外面ともに20は横ナデ調整

が施してある。
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表4　蔵田遺跡弥生土器観察表

遺物

番号

遺構名

及び

グリッド

器種 器　　 部
調　　　　　 整

焼成
色　　　　　 調

胎　　　　　　　 土 備　　 考l
外　 面 内　 面 外　 面 内　 面

1 S A l 鉢 口縁部～底部付近 ナデ ナデ 良好 浅黄橙 にぷい黄橙 5 mm以下の褐色、赤褐色、乳白色、黒色の
粒を含む

内面（部分的に

灰色に変色）

2 SA l 嚢 口縁部～胴部 ナデ ナデ 良好 浅黄橙 にぷい黄橙
3 mm以下の褐色、赤褐色、乳白色、黒色の
粒を含む

3 SA l 嚢 口縁部～胴部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 橙
橙

にぷい黄褐
2mm以下の乳白色、茶色、灰色の粒を含む

4 SA l 鉢 口綾部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 明赤褐 明赤褐
1mm以下の淡黄色、灰色、褐色の粒
黒く光沢のある柱状の粒、4 m 以下の灰色
の粒を含む

外面（部分的

にスス付着）

5 SA l 鉢 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 浅黄橙
浅黄橙

灰黄褐
2 mm以下の灰色、赤茶色、黒色褐色の粒

6 mm以下の赤茶色の粒を多く含む

6 SA l 嚢 頚部～胴部
ヨコナデ
タテ方向のナデ

ヨ＿コナデ
タテ方向のナデ 良好

灰白 灰白 3．5mm以下の褐色、橙色、灰色、灰白色、自 外面（部分的

斜方向のナデ 斜方向のナデ 浅黄橙 黄灰 色、黒色の粒を多く含む にスス付着）

7 SA l 聾 頸部～胴部 斜方向のナデ ヨコナデ 良好 浅黄橙 にぷい黄橙 2 mm以下の白色、灰色、黒色の粒
4 mm以下の黒色の粒を含む

8 SA l 聾 頚部～胴部 ナデ ナデ 良好 にぷい黄橙 淡黄 2 mm以下の灰色、褐色、淡黄色
赤茶色の粒を含む

9 SA l 嚢 頚部～胴部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 黄橙 にぷい黄橙
2 mm以下の褐色、赤茶、黒色の粒
透明で光沢のある拉
4 mm以下の灰色の粒を含む

10 SA l 蛮 胴部 ナデ ナデ 良好 にぷい黄樫 暗灰黄
3 mm以下の茶色、茶褐色、乳白色、黒色の
粒を含む

11 SA l 襲 胴部 ナデ ナデ 良好 にぷい黄橙 にぷい黄橙 3mm以下の茶色、黒色、褐色の粒を含む

12 SA l 嚢 胴部 ナデ
斜方向の

パケ目
良好 浅黄橙 浅黄橙

6m皿以下の橙色、灰色、灰白色の粒
無色透明で光沢のある細砂粒を含む

13 SA l 聾 胴部 （風化）
斜方向の

パケ目
良好 浅黄橙 灰

4．5mm以下の橙色、灰褐色、灰白色、灰色、
黒色の粒
1mm以下の無色透明で光沢のある粒を含む

14 SA l 嚢 胴部 ナデ ナデ 良好 にぷい黄橙 灰
3mm以下の灰白色、橙色、灰色
灰褐色の粒を含む

15 SA l 嚢 胴部
ヨコ方向

のタタキ
ナデ 良好 にぷい橙

灰自

褐灰
2mm以下の赤茶色、灰色褐色、灰白色の粒・
4 mmの褐色、淡黄色、赤茶色の粒を含む

16 SA l 寮 胴部
斜方向のナデ

ナデ

斜方向のナデ

ナデ
良好 灰褐 灰白

2．5mm以下の茶色、褐色、灰色
灰白色の粒を含む

外面（部分的
にスス付着）
内面（炭化物付着）

17 C－7 嚢 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 浅黄橙 浅黄橿 3 mm以下の白色、褐色、黒色の粒
透明で光沢のある粒を含む

内面（少 し

スス付着）

18 C－7 聾 口縁部 ヨコナデ ヨコナデ 良好 橙 橙
2 mm以下の柱状で黒の光沢のある粒
1 mm以下の茶色、白色の粒
透明で光沢のある粒を含む

19 C－8 嚢 頸部～胴部 ナデ 荒いナデ 良好 橙 橙 4 mm以下の乳白色、赤褐色、黒褐色の粒を
含む

外面（貼付突帯）

20 D －7 嚢 胴部 ヨコナデ ヨコナデ 良好
浅黄橙

橙
浅黄橙 3．5mm以下の乳白色、赤褐色の粒を含む

21 C －7 嚢 胴部
斜方向の

タタキ
荒いナデ 良好 浅黄橙 灰白

6mm以下の褐色、黒褐色の拉

3mm以下の黒く光沢のある粒を含む

3　磨製石鍍（第21図～第23図1～46）

出土した石器の主体を占めるのは、磨製右膝の完形品と磨く前の未製品である。その他は、磨製石斧を認

めるにすぎない。

磨製石鉱は、破片を含め45点余り出土しているが、40点近くは完形を把握できる資料である。形態として

は長短いずれも砲弾形のもので、基部の形状はほとんどが凹基で、一部平基もみられる。
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第21図　蔵田遺跡弥生石器実測図（1）
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表5　蔵田遺跡弥生石器計測表

レイアウト

番　 号
種　 別 遺 構

最 大 長

（q m ）

最 大 幅

（c m ）

最 大 厚　 重 量

（皿 ） （g ）
石　 材

1
磨製石鍍

未 製 品
S A l 1 0 ，9 4 ，2 0 ，8 2 5 4 0 ，7

緑 色
i疑灰 質
貢岩

2 〝 〝 1 1 ，6 4 ，2 5 0 ，7 2 3 3 9 ，8 〝

3 〝 〝 1 1 ，8 4 ，0 0 ，6 2 3 2 ，6 〝

4 〝 〝 9，2 2 2 ，8 0 ，7 6 1 9 ，5 〝

5 〝 〝 8，4 2 ，9 0 ，4 1 5 ，1 〟

6 〝 〝 9，0 2 ，9 0 ，5 1 6 ，9 〝

7 〝 〝 7，8 3 ，0 0 ，3 5 1 0 ，0 〝

8 〝 〝 8 ，0 2 ，4 5 0 ，6 5 1 6 ，2 〝

9 〝 〝 7，7 2 ，8 0 ，6 13 ，2 〝

1 0 〝 〝 8，6 2 ，6 4 ，5 1 0 ，4 〝

1 1 〝 〝 7，5 2 ，3 0 ，4 1 0 ，3 〝

1 2 〝 〝 6，8 2 ，3 0 ，7 1 1 ，7 〝

1 3 〝 〝 7，1 2 ，3 5 0 ，6 1 2 ，8 〝

1 4 〝 〝 6，0 2 ，5 0 ，6 1 1 ，5 ′／

1 5 〝 〝 2，5 6 ，0 5 0 ，4 8 ，7 〝

1 6 〝 〝 6，7 2 ，7 0 ，4 1 1 ，0 〝

1 7 〝 〝 5，8 5 2 ，5 0 ，4 6 ，3 〝

1 8 〝 〝 5，9 2 ，8 5 0 ，5 5 8 ，3 〝

1 9 〝 〝 6，2 5 2 ，4 0 ，4 5 7 ，1 〝

2 0 〝 〝 6，2 2 ，2 0 ，5 6 ，1 〝

2 1 〝 〝 6，0 2 ，1 5 0 ，4 6 ，6 〝

2 2 〝 〝 5，2 8 2 ，7 5 0 ，5 2 7 ，0 〝

2 3 〝 〝 5，1 2 2 ，3 2 0 ，5 5 ，8 〝

レイアウ ト
種　 別 遺 構

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 重 量
石　 材

番　 号 （cm ） （q m ） （皿 ） （ g ）

2 4
磨製石嫉

未 製 品
S A l 5 ，3 5 1，9 8 0 ，4 7 4 ，7

緑 色
i疑灰 質
貢 岩

2 5 〝 〝 5，6 2 ，2 0 ，3 4 ，1 〝

2 6 〝 〝 6，3 5 2 ，3 5 0 ，3 5 5 ，2 〝

2 7 〝 〝 4，7 2 ，3 5 0 ，4 5 5 ，6 〝

2 8 〝 〝 5，1 5 1 ，9 5 0 ，3 5 4 ，9 〝

2 9 〝 〝 5，0 2 ，2 0 ，3 5 4 ，2 〝

3 0 〝 〝 4，5 2 ，1 0 ，4 5 4 ，0 〝

3 1 〝 〝 5，0 2 ，1 5 0 ，3 5 3 ，8 〝

3 2 〝 〝 4 ，5 2 2 ，4 0 ，2 2 ，8 〝

3 3 〝 〝 3，8 5 2 ，2 5 0 ，2 6 2 ，9 〝

3 4 〝 〝 4，4 2 ，1 0 ，2 6 8 2 ，6 〝

3 5 〝 〝 4，5 5 2 ，0 0 ，3 5 5 3 ，6 〝

3 6 〝 〝 4 ，2 2 ，3 0 ，2 5 2 2 ，8 〝

3 7 〝 〝 3，9 2 1 ，9 0 ，4 4 7 3 ，7 〝

3 8 〝 〝 3 ，9 1 ，6 0 ，1 2 ，0 〝

3 9 〝 〝 4 ，9 3 ，2 0 ，2 4 ，7 〝

4 0 〝 〝 4，1 8 2 ，1 8 0 ，4 8 3 ，8 〝

4 1 〝 〝 2，4 1，3 2 0 ，2 2 0 ，6 〝

4 2 〝 〝 3，8 1 ，9 0 ，2 2 ，4 〝

4 3 〝 〝 1 2 ，8 2 4 ，9 8 1 ，2 8 2 ，8
シル ト

山
． 石

4 4 〝 〝 4，9 3 ，7 0 ，4 8 ，6
緑 色

i疑灰 質
貢 岩

4 5 〝 〝 2，6 2 1 ，5 0 ，5 2 3 ，0
シル ト

山石

4 6 〝 〝 2 ，2 1 ，5 0 ，2 1，0

緑 色

凝 灰 質
貢 岩

第6節　時期不明の遺構（第24図～第26図）

蔵田遺跡の土壌は、アカホヤ上で検出したが伴う遺物がなく、深さが浅く時代を特定できる証拠がないの

でここでは時期不明の遺構として取り扱った。

1　A地区の土壌（第24図～第25図）

SCl・・・長径1・45m、短径0．85mの楕円形プランで深さは深いところで20cmとかなり浅いものである。

SC2・・・長径0．4m、短径0．38m位の円形プランで深さは20cmである。

SC3…長径0．58m、短径0．3mの楕円形プランで深さは20cmである

SC4・・・長径0．37m、短径0．20mの円形プランで深さは15cmである。

SC5・・・長径0．75m、短径0．65mの楕円形プランで深さは35cmである。

SC6・・・長径0．92m、短径0．63mの楕円形プランで深さは45cmである。

SC7…長径2・4m、短径1．2mの楕円形プランで蔵田遺跡でいちばん大きなものである。深さは20cmと浅

いものである。

SC8・・・長径、短軸0．9mの円形プランで深さは20cmと浅い。
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L＝120．500ml

≧≦ミ≡≡≦至≡≦

≧≧sc4

Iイ三三：≡
L＝120．997m

第24図　蔵田遺跡A地区SCl～SC9実測図
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二千三一＿
L＝120．550m

L＝119．820m

第25図　蔵田遺跡A地区SClO～SC15実測図
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「＝I二一二二㌦「二二

L＝120．500m

1m

第26図　蔵田遺跡C地区SCl～4実測図

SC9・・・長径0．8m、短径0．55mの楕円形プランで深さは30cmである。

SClO…長径0．78mと短径0．7mの円形プランで深さは38cmである。

SCll…長径0．80m、短径0．75mの円形プランで深さは22cmである。

SC12・・・長径0．70m、短径0．65mの円形プランで深さは40cmである。

SC13…長径0．65m、短径0．75mの楕円形プランで深さは30cmである。

SC14・・・長径1．25m、短径0．80mの楕円形プランで深さは22cmである。

以上のようにA地区の土壌は総じて小規模のものが多く深さも20cm～30cmくらいのものが多い。

2　C地区の土境（第26図）

SCl…長径0．8m、短径0．65mの楕円形プランで中央に柱穴があり深さは70cmとかなり深い。

SC2・・・長径0．80m、短径0．50mの楕円形プランで深さは35cmである。

SC3…長径1．6m、短径1．3mの楕円形プランで深さは25cmである。

SC4・・・長径0．5m、短径0．5mの円形プランで深さは20cmである。

A地区の土壌に比べC地区は4基程度と少ないが土壌の中央部に柱穴がみられるものがある。
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第7節　蔵田遺跡の小結

ここで蔵田遺跡のまとめを時代的に行っていきたい。

1　旧石器時代

蔵田遺跡での、旧石器の組成をみてみると石器の総数は666点でその内砕片が占める割合は、52㌫で半数

に達する。次に多いのは、残核の104点で16㌫を占める。縦長剥片は、98点で16㌫を占める。石核は11点で2

㌫である。また、使用痕剥片は、64点で全体のうち10㌫を占める。石核調整剥片は5点で0，7㌫を占める。さ

て、石器類は、ナイフ形石器が18点で全体の2㌫・剥片尖頭器が9点で1㌫である。スクレイパーが12点で

2㌫でグレイバースポール・石錐がそれぞれ1点ずっである。

石器の素材としては、流紋岩がいちばん多く素材として使われている。他にはホルンフェルスやチャート

等がある。遺物の分布状況であるが、ナイフ形石器は、A地区からは出土しておらずC地区からのみ出土し

ている。出土しているグリッドをみるとG－20、F－20・21・22、E－21・22でそのなかでF－20グリッド

が6個と最も多い。剥片尖頭器は、F－4・20・21・22とE－3に分布している。スクレイパーは、E－21・

22、F－20・21とG－19・20に分布している。剥片類はA・C地区ともに出土している。A地区からみてい

くとB－4、C－3・4、D－3、E－3・4、F－4、G－4・5に分布していて、C地区では、E－21・

22、F－20・21・22、G－19・20・21に分布している。二次加工剥片類は、B－4、D－3・20、E－4・

21・22、F－19・20・21・22、G－19・20に分布している。石核・残核類は、D－3・21、E－3・20・21・

22、F－20・21・22、G－19・20・21に分布している。チップは、D－3・20、E－3・21・22、F－19・

20・21・22、G－4・19・20・21、H－4に分布している。以上のようにみてくると石器及び剥片等はある

程度出土状況がかたまる。しかも傾斜地であるということを考え合わすと、蔵田遺跡の旧石器の遺物は、い

くっかのユニットとして取り上げることはできず、上からの流れ込みとして考えたほうが良いと恩われる。

2　縄文時代

縄文時代については、草創期の隆帯文土器や爪形文土器が出土しているが遺構等は、何も検出されなかっ

た。土器の数もそう多くなく、縄文時代の生活跡はなく流れ込みではないかと思われる。

3　弥生時代

弥生時代の遺構については、竪穴住居跡が1軒検出されている。A地区のB一一5～6にかけてのところで

B－6～5の方向に緩やかに傾斜していっている部分にある。住居跡内の遺物は全体的に小粒で少ないよう

だ。住居跡の東の部分の一角で45個はどの磨製石鉱の未製品が見っかっている。まだ、磨く前のものである。

したがってこの住居で磨製石鉱などの制作をしていたのかもしれない。住居跡の時期であるが、一部住居跡

の上層で縄文土器の混入はあるが床面にはりついて出土した土器から弥生時代後期の所産であると考えられ

る。また、丘陵の先端はアカホヤ面が確認できなかったが、おそらく丘陵の南側に向って集落が延びる可能

性があると思われる。

［参考文献］

1大分県清川村教育委員会「岩戸遺跡一大分県大野郡清川村所在旧石器時代遺跡第3次発掘調査報告書」1986

2　熊本県教育委員会「白鳥平A遺跡一九州自動車道（人吉～えびの）建設に伴う埋蔵文化財調査一熊本県文化財調査

報告書　第127集」1993

3　熊本県教育委員会「狸谷遺跡一九州自動車道（八代～人吉）建設に伴う埋蔵文化財調査一熊本県文化財調査報告書

第90集」1987

4　別府大学考古学研究会「宮崎県船野遺跡における細石器文化一考古学論叢3　橘昌信」1973
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蔵田遺跡近景　北から

蔵日遺跡景A地区遺物出土状況

蔵田遺跡景C地区遺物出土状況
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蔵田遺跡A地区SC14完掘状況

蔵田遺跡A地区土層断面

蔵田遺跡A地区SAl完掘状況
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蔵田遺跡SAl出土弥生磨製石鍍

蔵田遺跡C地区柱穴群完掘状況①

蔵田遺跡C地区柱穴群完掘状況②
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